
第37回 地域の声委員会の概要について

第37回地域の声委員会では、平成27年度第２四半期に皆さまからいただいた声について、しっかりと

分析するとともに今後の発電所の業務運営に反映できるよう検討しました。

皆さまからいただいた声を真摯に受け止め、発電所の安全対策を着実に進めるとともに、迅速かつ正確

な情報公開について努めてまいります。



【今後の活動方針】

いただいた声をもとに、引き続き、以下の点に取り組んで

まいります。

○さまざまな機会を通じて地域の皆さまへ発電所情報等を

お伝えしてまいります。

○地域の皆さまとの対話を通じて、日頃感じている当社や

原子力発電に対するご意見やご質問にお応えしてまいり

ます。

地域の皆さまから、1,495件の“声”をいただきました
（平成27年度第2四半期）

発電所見学会でいただいた声、当社社員による訪問活動でいただいた声、発電所にお電話をいただいた声、
広報誌「ニュースアトム」等でのアンケートの声など、多くのご意見・ご要望をいただきました。

皆さまからいただいた声を社内で共有し、今後の発電所の業務運営に役立ててまいります。

【いただいた主な声】

・大型の地域説明会では、たくさんの人が参加して

いて質問がしにくい。

・安全に絶対はないと思う。常に安全性を追求して

ほしい。

・最後は人です。覚悟を持って取り組んでほしい。 だきたい。

・地震の多い日本では、原子力発電は危険だと
思う。どんなに対策しても安全とは言いきれない。

いただいた声の件数（平成26年4月～平成27年9月）

発電所トークサロンの様子

「大型の地域説明会は質問がしにくい」等の声をふまえて、「発電所
トークサロン」として、柏崎市・刈羽村内にある当社広報施設に、
技術系社員が出向いてご意見等をお伺いしています


